１　研究主題

　　　　支えあい学びあう子どもの育成を目指して

　　　　　～特別支援教育の視点を生かした授業づくり･環境づくり～

２　主題設定の理由

（１）学校教育目標の具現化を目指して




めざす児童像
　
　　　　　　

「かしこく」

・基礎的・基本的な知識・技能の習得

・思考力・判断力・表現力の育成

・国語力・言語活動


重点項目


（２）本校の実態と昨年度の研究から

落合小学校は、南アルプス市の南西に位置し、西に秋山をあおぐ、周囲が果樹園に囲まれた豊かな自然に恵まれた学校である。６学年すべてが単学級と旧甲西町内の３小学校のうち、最も規模が小さい学校である。

しかし全校児童１８０余名ではあるが、一クラスの人数は、３０人前後と多く、外国籍児童も多い。全体に人懐こく元気で明るい児童が多い半面、発達障害を抱える児童、いろいろな要因から行動上問題のある児童もいる。

平成19年度から、特別支援教育が本格実施となった。当時、通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要としている子どもたちの割合の全国実態調査の報告があった。「知的には遅れはないものの学習や行動面で著しい困難がある児童」として担任教師の回答した割合が６．３％、山梨県実態調査では、５．９％という報告であった。

本校でも昨年度当初、特別支援校内委員会で実態調査をおこなったところ、学習の遅れや学習意欲の感じられない児童等何らかの特別な指導や支援を必要とする児童が、やはり全国調査同程度見られた。そこで、学校と関係機関とで連携をとり専門家のアドバイスも受けながら児童の指導・支援に当ってきた。こうした取組を通して、児童によっては、徐々に落ち着きを取り戻し、学習に向かえるようになってきたが、意欲がわかない、自信がなく学習に向かえない、個別の支援体制が欠かせないという児童もなお見受けられた。こうした困難さをかかえた児童については、その児童の困難さの理解と授業での指導・支援の工夫、個別的な支援が継続的に必要であり、担任を中心に様々な取組をしてきたところである。

　困難さをかかえる児童にとって、過ごしやすく学習しやすい教室環境や授業を目指して行う指導・支援の工夫は、かれらがかかえる困難さを解消するために有効であると同時に、その他の子どもたちにとっても「居心地のよい」教育環境、安心感をもって臨める学びやすい授業を提供するものであるとも言える。

そこで、昨年度は、特定の子どもに特別な支援を行うという発想から、授業や学級経営をすべての子どもにとってフィットしたものになるよう設計し直すという発想への転換をはかり、ユニバーサルデザイン（※）の発想を生かした授業及び学級経営の工夫や改善をおこなってきた。

本年度の研究は、２ヵ年計画で着手した昨年度の研究を引き継ぐものとなる。昨年度の研究で、特別支援教育の視点を生かした授業づくり・環境づくりは、子どもたちのくらしを分かりやすく快適にし、子どもたちにとって授業を楽しいものにできるという手ごたえを感じることができた。特別支援教育の視点を生かした授業づくり・環境づくりは、すべての児童に有用であることがわかった。

しかし、研究を進める過程で、教師側からあまり手立てを講じすぎると、子どもたちの考える力を狭めてしまうのではないかといったことが危惧されてきた。ややもすると子どもが受身になってしまい、そのことは、子どもの甘えをうんだり、自立の芽を摘み取ってしまうことにもつながってしまわないかという心配もされてきた。わたしたちが、支援・指導を教師側から提供することだけに終始してしまっては、学びあう児童の育成は望めないのではないか、ということが、昨年度の研究から、徐々に明らかになってきたのである。すべての子どもにわかりやすい授業を目指すわたしたちの研究の難しさを痛感することとなった。

本年度は、これらの反省をふまえて、ユニバーサルデザインの発想を生かした全員参加の授業づくりをすすめながら、さらに子どもたちが自分の考えを出し合い、お互いの考えをすり合わせて、思考し、授業の本質に迫ることのできる授業を目指していきたい。
わたしたちが考える授業での指導・支援の工夫は、困難さをもつ子どもたちも、授業に食いつき、入り込み、考えを生み出し、思考を深められるものでありたい。そして、これこそが学びあい支えあう授業であり、学びあい支えあう児童の育成につながるものではないか、と考える。また、こうした、相互に学びあい支えあう力を育む子どもたち同士の関係こそが、わたしたちが真に目指すユニバーサルデザインの発想が生きた児童のあり様といえよう。本年度の研究は、こういったことを念頭に、授業づくり・環境づくりを進めていきたいと考える。

授業づくり・環境づくりの具体的な内容が、困難さをもつ子どもに、理解しやすいものであるか・理解することによって、自分なりの考えをもてるものであるか、また、お互いの考えを出し合ったり、それを自分の考えに照らし合わせたりする機会を与えるものであるか、といった視点をもって、研究にあたっていきたい。まさに、支えあい学びあう児童に迫る第２ステージである。
子どもたちは、それぞれ得意なこともあるし、不得意なこともある。学習内容の習得の仕方もそれぞれ個性的であることは、当然のことである。そこで、授業を計画し進める際には、あらかじめ様々な学び方や特性があることを想定し、具体的な指導・支援の工夫を進めることが大切であると考える。そこで重要になってくるのが、児童の実態把握である。児童自身の心のあり様や、周囲の児童や担任との関係性を客観的につかむことは、子どもたちが支えあう学級をつくっていく上での切り口になると考える。そこで、昨年度と同様、研究を深める手だての一つとして、年間2回のQ-U検査を取り入れていく。本年度、本校はいじめ不登校撲滅の研究指定校となり、講師を招聘した授業研究会の機会も得られることとなった。Q-U検査の結果を授業づくりや学級経営に効果的に反映させる方法を具体的に学習していきたい。なお、本校で年度初めと終わりに行っている学校評価や児童アンケート等も有効活用していく。また、児童の実態に合わせたチームティーチング、授業体制についても考えていきたい。


　　　　　　　　　　　　（小学校新学習指導要領　ポイントと教育課程づくり 東洋館出版社）
３　研究仮説
特別支援教育の視点（ユニバーサルデザイン）を取り入れ，全ての児童に分かりやすい授業づくり・居心地のよい環境づくりを進めることにより，児童の学習意欲・学習規律が向上し，主体的に学ぶ力が育成されるであろう。

４　研究内容

（１）ユニバーサルデザインの発想を生かした指導・支援の工夫をする












　　　　　　　　　　　　（小学校新学習指導要領　ポイントと教育課程づくり 東洋館出版社）
Ａ　授業
1 指導計画，授業内容：個人差への対応を取り入れた指導計画（単元計画，学習指導案）の作成：複線型の指導案，発展型，分岐型の指導計画

2 教材・教具：ワークシート（複数種），絵カードや写真カード等の視覚支援，コミュニケーションツール

3 授業体制：チームティーチング，取り出しによる授業（学習支援室）

4 授業形態：習熟度別，課題別の少人数指導，グループ学習，個人学習

5 授業展開：授業開始時の指示，学習活動のパターン化，指示の出し方，話し方，板書の工夫，学習課題の工夫（発展問題，選択性の課題），ハンドサイン

6 評価：進歩や変容がわかる評価

Ｂ　学級経営
1 学級集団，対人関係：自己肯定感を育てる人間関係づくり

2 学級の規律，ルール，いじめや暴力を許さない風土づくり

3 教室環境：視覚刺激の除去，座席の配置，掲示物の工夫

4 保護者等との連携：保護者対応の原則等
（２）Ｑ－Ｕ検査を学級経営や授業に生かす
Ｑ－Ｕ検査：学級集団を分析する方法，学級集団分析尺度（子どもの学級満足度と生活意欲を測る。）
検査結果をもとに日常観察による情報を加味しながら，学級経営や授業づくりに生かしていく。また、これらを授業研究会を通して、より具体的に学んでいく。
５　授業づくりの基本的な考え方

　①　ユニバーサルデザインの発想を生かした授業とは、「学力の優劣や発達障害の有無に関わらず、すべての子どもが楽しく『わかる・できる』ように工夫・配慮された授業」である。

　②　特別な配慮の必要がある児童へのバリアフリー的な対応をする。

　　　・作業量を少なくする

　　　・支援グッズを用意する。

　　　・個別化されたねらい

　④　多くの子どもに活用できる指導支援としてのユニバーサルデザイン的な対応をする。

　　　・見通しをもたせる授業　

　　　・構造化された発問

・板書視覚的な情報提示

　⑤　教科教育と特別支援教育を融合させる手立て

　　　・焦点化(シンプル)

　　　・視覚化（ビジュアル）

・共有化（シェア）　　　　　（国立特別支援教育総合研究所　廣瀬由美子　２０１１）
６　研究方法　　
○授業提案を中心とした実践的研究を行う。

· 全員が授業提案を行う。（一人一実践）

· 授業提案のうち３つの授業については、研究授業として位置づけ、授業づくり、指導案の作成・検討を、ブロックでおこなう。また、全体会にて１度指導案検討をおこなう。実践は、児童の姿が見える学習記録としてまとめ、その成果は、研究紀要としてまとめる。

· 他の一人一実践の授業については、本時の授業の流れと指導・支援の工夫がわかる簡単な授業案を作成する。授業は公開とし、自由参観とする。また、簡単な授業の反省をおこない、実践記録としてまとめ、研究紀要に掲載する。

　　　○低学年ブロック、高学年ブロックに分かれて研究をすすめる。

· 共通した問題意識のもと、研究を深める。お互いの授業について助言し合い、よりよいものとしていく。研究したことを日々の実践に生かす。

○環境づくり

・ユニバーサルデザインの発想を生かした環境について共通理解をはかる。

・夏季休業中の校内研究で、各個人のアイデアをレポートする。

７　年次計画

１年次　　　　　　　　　　　理論研究　授業実践　環境整備

２年次（本年度）　　　　　　授業実践　環境整備　授業・環境づくり支援集　作成？
８　研究日程
	回
	月
	日
	曜
	全・ブ
	内　　　　　　容

	１
	５
	１８
	水
	全
	今年度の研究の方向について

（研究主題・組織・研究計画等）

	２
	６
	８
	水
	全
	授業案検討会　算数科「円と球」
　　　授業者　３年　小野恵章

	３
	６
	１５
	水
	ブ
	研究授業①　算数科　「円と球」
　　　授業者　３年　小野恵章
（指導助言　都留文科大学特任教授　品田笑子

	４
	７
	　６
	水
	全
	学習会
「つまずきに対応した支援を考える」

(講師　土肥満教頭先生)

	５
	７
	２７
	水
	全
	学習会

「教えて考えさせる授業とは」「外国語活動」
（講師　氏原一宏校長先生）

	６
	　　８
	２４
	水
	全

ブ
	・学習会　
「わかりやすい授業・居心地のよい環境づくりに生かせる指導･支援の工夫のレポート」の発表

･２学期の実践に向けてブロック研究

	７
	９
	２２
	水
	全
	学習会
「子どもの気持ちを引き出す絵画指導のあり方について」

　（講師　北杜市須玉中学校　鷹野晃教頭先生）

	８
	１０
	１２
	水
	全
	授業案検討会　算数科「図形の角を調べよう」

　　　授業者　５年　小林由加里

	９
	１０
	　１９
	水
	
	研究授業②　算数科　「図形の角を調べよう」

　　　授業者　５年　小林由加里

（指導助言　県教委　指導主事　齊藤功先生）

	10
	１０
	　２６
	水
	
	授業案検討会　算数科「面積のはかり方と表し方」

　　　授業者　４年　西　淳伸

	１１
	１１
	　　２
	水
	全
	研究授業③　算数科　「面積のはかり方と表し方」

　　　授業者　４年　西　淳伸

（指導助言　県教委　指導主事　岡　輝彦先生）

	１２
	１２
	　　７
	水
	ブ
	ブロック研究（授業の反省・授業づくり）　

	１３
	１
	　２５
	水
	全

ブ
	・Ｑ－Ｕ検査結果の分析
・研究のまとめ・研究紀要原稿づくり　　　

	１４
	２
	２２
	水
	全
	研究のまとめ　来年度に向けて


１０　研究組織





	低学年ブロック
	高学年ブロック

	校長　土屋

福田　小野　藤巻　澤登
名取純　依田　河野
	教頭　

西　小林　矢竹　関口　

安達　飯野　江口


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○：ブロック長）
目指す学校　　ひとりひとりが毎日楽しく過ごす学校











学校教育目標　心豊かでたくましくよく学ぶ児童の育成





生きる力の育成





　体


体を鍛え最後までやりぬく子ども


　「たくましく」





　徳


豊な心で助け合う子ども


　「やさしく」





　知


考え進んで学ぶ子ども





豊かな心の育成





健やかな体の育成





確かな学力の育成





・道徳教育の充実


・豊な体験活動


・読書


・心の居場所づくり








・体育・体力づくり


・保健・安全


・食育





特別支援教育の充実


～H２２・２３年度校内研究～


個に応じた支援体制・連携


特別支援教育の視点を生かした授業づくり・環境づくり











体系的なキャリア教育の推進


社会人・職業人として自己を生かしていく基礎となる能力や態度を育てる教育





信頼される学校づくりの推進


学校評価　危機管理　


情報発信　


家庭・地域との連携協力





ユニバーサルデザインとは


「すべての人にとって，できる限り利用可能であるように，製品，建物，環境をデザインすること」と定義されており，もともと建築や工業デザイン分野の用語であった。ユニバーサルデザインとは，以下の７項目を原則としている。


誰にでも，公平に利用できること


使う上で自由度が高いこと


使い方が簡単ですぐわかること


必要な情報がすぐ理解できること


うっかりミスや危険につながらないようなデザインであること


無理な姿勢をとることなく，少ない力で楽に使用できること


アクセスしやすいスペースと大きさを確保すること





授業及び学級経営におけるユニバーサルデザインの発想を


　　　生かした指導・援助の工夫





Ｂ．学級経営





Ａ．授　業





①学級集団，対人関係





①指導計画，授業内容





②教材・教具





②学級のルール，規律





③授業体制





④授業形態





③教室環境





⑤授業展開





⑥評　　価





④保護者等との連携





校長





教頭





研究推進委員会（校長　教頭　教務主任　研究主任　研究副主任　運営委員）





全体会
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